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互。色んな排千束や卵呼名見重り．触れ印、置けし′て
抑叫，rオイモ一！」「ミカン．′．など一知っていろもの毛勘もしで富，重り、穴を曾

都民をr的，で打ろ？，時好　せせ　と・”ォ毛ゲ～イ：」とび六川印・穴きくで
トキトキして固ま詰り‥、。糾な葦毛見せてく励ました・積々尊神様の
恵みを麗し・・るこじか萄たこと・う函しく掩。印〇
枚喰膚で門口I／坤（勘より打パントも担え害し†∴り川マスの旅7－b
開．このアドベント質す稼々な嘩偽をしてい壬ます・りリスマスの飾り毛その
うちの批クで押ヾ：時の苧綿毛六七のて，〝．す・り恢マ封で神様ガヾみちせん

擁ルイェス嫌のお嘩紬も喜び
たくさんの熊諜打がヾあると粗。ます。

イエス篠をこの世界
神種に庸看豹をイ云えま和事
毎日毎人出で慎三台できること・
ワ恢ブス老迎えう直るこじ“、、。
背景あり的び＼チビ写＿遠はきつ

毎日の庄一話を当り前と思わ

函る盤根がいること．っ縄に

か様子てく函ると掃い封．
寵打や幸せ号音姉可担ぎ

Lfl′　釆ル′（臥′押．神主約・うロブも、t見池口おく嶋の’’玉出中∴IT

1－ろ嶋し′．雇謝再びうクリ祥入　神非違と一種直符？こ岬で－き痢青1－、、と
乱′まれ
I2／q（釣（封書重ん蘭書o萄鉦で妨マ礼拝彊腫れおうちの人・地毛
と一緒にワリ在荷お祝い得るの舌著し狛こしています・ご勧ロよろしくお嬢
LIしまれ

礼辞後匠お棒材毛と，て下打上Iろご壕風で　掠れん　奇利こ婦て蘭′で吋′ま
せん。控和己卸云え下まい。
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